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研究成果概要 
標準模型の物質場が SU(5)ゲージ群の多重項に過不⾜なく埋め込まれる事実は⼤統⼀理
論の重要な動機となってきた。本年度の研究[1]において、標準模型の物質場が共通の
SU(5)ゲージ群の多重項に埋め込まれていなくとも低エネルギー理論においては⾃動的
に物質場が SU(5)多重項に埋め込めるように現れるフレームワークを考案した。例えば
３世代の SU(5)反基本表現および反対称表現のみがカイラル表現である場合、レプトン
とクォークがカイラル表現以外に埋め込まれていても低エネルギー理論では⾃動的に
SU(5)多重項を構成するように現れる。この新機構では従来の統⼀理論と異なり様々な
核⼦崩壊を予⾔し、今後の核⼦崩壊実験に対し新たなインプットを与える。 
 
暗⿊光⼦は暗⿊物質模型を含む様々な新物理模型に現れる⾼い動機付けを持つ新粒⼦の
候補である。本年度の研究[2]において sub-GeV の質量を持つ暗⿊光⼦に対する宇宙論
からの制限を議論した。宇宙の温度が MeV 以下の時期に崩壊する暗⿊光⼦は電⼦、光
⼦のみにエネルギーを与えるためニュートリノ温度が相対的に下がる。現在の Planck実
験の結果と⽐較することで 8.5 MeV 以下の質量の暗⿊光⼦は排除されることを⽰した。
また将来の CMBステージ IV実験では、最⼤ 17 MeVの暗光⼦を探査できることを⽰し
た。 
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